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１．概要（Summary） 

コバルトフェライト（CFO）薄膜は結晶を歪ませることで

その磁気異方性が大きく変化する。CFO より格子定数が

大きい(Mg,Sn)3O4(MSO)薄膜を下地として用いて，成膜

時のターゲット投入電力を変えることでMSOの組成（格子

定数）を変えることでその上に成長する CFO 膜に導入さ

れる歪を変化させて磁気異方性を評価し，歪と磁気異方

性の関係を定量的に調べる。今回は，MSO の組成をラザ

フォード後方散乱測定から求めることを試みた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ラザフォード後方散乱（RBS)測定装置 

【実験方法】 

反応性スパッタリング法でMgO基板上にCFO/MSO2

層膜を作製した。スパッタ電力を変えることで組成が異な

るMSO膜を4種類用意した。今回は，Mgターゲットへの

投入電力を100 Wで固定し、Snターゲットへの投入電力

を P Sn=16, 18, 20, 22 W とした。CFO膜は Co：Fe=1:3

の合金ターゲットを使用した。作製したサンプルに 2 MeV 

4He+イオンをビーム径φ1.4 mm、平均ビーム電流 10 

nAで照射し，散乱角（θ）165ºと 100ºの位置に検出器を

配置し RBS測定を行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

θ=165ºにおける RBS測定の結果を Fig. 1に示す。

原子番号が大きいほどスペクトルは高エネルギー側に現

れる。CFO 膜の Co と Fe のスペクトルが分離して現れて

いることから高分解能な測定であることが分かる。Co と Fe

の組成をフィッティングから求めたところ、全ての試料でほ

ぼCo：Fe＝1：3 となり、CFO膜のCoと Feの組成比はタ

ーゲットと同じであることが分かった。一方、MSO 膜の

Mg と Sn の組成比を同様にフィッティングから求めたが、

P Sn との相関は見られなかった。これは、MSO 膜の Mg

のスペクトルがMgO基板のMgのスペクトルに埋もれてし

まっていることが原因だと考えられる。Mg が含まれていな

い基板を用いることで MSO 膜の Mg と Sn の組成比をよ

り精度良く求めることが出来ると思われる。 

 

Fig. 1. Result of RBS measurements in 

CFO/MSO bilayer (θ=165º). 
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